




















































































順位 品　　目 生産額 全　米Vェア 順位 品　　目 生産額
全　米
Vェア
1 牛肉及び乳製品 37．0 19％ 11 アーモンド 6．8 99％
2 ブドウ 28．4 92％ 12 ブロッコリー 5．4 88％
3 苗　類 22．5 20％ 13 鶏 4．7 一
4 レタス 14．8 75％ 14 アボカド 3．62 89％
5
?
12．7 4％ 15 にんじん 3．5 66％
6 トマト 9．5 85％ 16 オレンジ 3．5 22％
7 綿　花 8．9 15％ 17 セロリ 3．1 94％
8 生花及び観葉植物 8．4 一 18 クルミ 29 99％
9 イチゴ 7．7 82％ 19 タマネギ 2．6 40％
10 ほし草 7．3 6％ 20 胡　椒 2．6
出典：Agriculture　Statistical　Review，　CDFA　2001
ないレベルのワイン用に使われる。米国で種子用に栽培される花のほとんど
は，サンタバーバラ（Santa　Barbara）の西にあるロンボクヴァレー（Lompoc
Valley）で生産されている。ネーブルオレンジとレモンのほとんどは，沿
岸部と，ロサンゼルス盆地を囲む内陸部だけで生産されている。ここは酪農，
野菜，果実，綿花の産地としても知られている。こうした恵まれた気候と環
境のもとに，350種類もの農産物が生産され，世界でも有数の農業地域となっ
ている。カリフォルニアの農産物の上位20品目をみてみると，比較的付加
価値の高い農産物を生産している特徴が顕著である。全米の生産量の8割以
上を占める農産物が24品目もある（表1参照）。
　まず，同州第1位の農産物は牛肉及び乳製品である。2004年カリフォル
ごア州の乳製品販売額は53．7億ドルに達し，前年比30％の伸びを見せてい
る。全米で消費される牛乳の5杯のうち1杯はカリフォルニア産と言われて
いる。1農場当たりの平均飼養頭数は全米では100頭以下であるのに対し，
カリフォルニア州は700頭以上と大規模経営が主流となっている。
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　次に，カリフォルニア州は全米で採れるブドウのほとんどを生産しており，
2003年においては，ブドウ類（干しブドウ，生食用及びワイン）の88％を
占めている。日中と夜の寒暖の激しさがブドウの栽培に好適であり，州内に
おいて世界的な高級ワインが生産されている。2004年ブドウの販売額は
27．6億ドルであり，乳製品に次ぐ第2番目の主要農産物となっている。2004
年のワイン（6．8億ドル）と生食用ブドウ（4．5億ドル）の輸出額は11．3億
ドルで，アーモンドに次ぐ2位の輸出農産物である。
　さらに，同州の第3位を占める農産物は全米生産量の過半を占める果物，
ナッツ類及び野菜である。2004年に果物，ナッツ類と園芸作物の販売額は
26．5億ドルである。全米のアーモンド，オリーブ，クルミのほぼ100％が加
州産である。また，世界のサラダボウルと称されているカリフォルニア州は
野菜類の販売額が22．0億ドルであり，当州第4位の主要農産物となってい
る。このように同州では広大な農地の上に多様な農業が展開されている。
　対外貿易の面を見ると，同州は農業生産高の14％を輸出しており，輸出
先の1位，2位をカナダと日本が競り合っている。輸出額第1位はアーモン
ドであり，2004年の輸出額は13．7億ドルに達している。次にワイン，綿花，
生食用ブドウ，牛乳・乳製品，オレンジ類と米などである。また，日本向け
輸出額は9億500万ドルで，総輸出の11％を占め，額の多い順でみると，
米，アーモンド，牧草，ワインとオレンジ類となっている。生鮮ものではプ
ロッコリー，アスパラガス，タマネギ，冷凍ではスウィートコーン，ポテト
などの野菜，そしてクルミなどのナッツ類や米が輸出されている。UR合意
以後，1995年より日本はミニマムアクセス米を輸入しているが，アメリカ
産のシェアは50％前後で推移しており，その殆どがカリフォルニア米となっ
ている’）。日本の農産物輸入額に占める米国の割合をみると，トウモロコシ
94．7％，たばこ85．9％，大豆75．8％，牛肉58．7％（1997年）と，米国への依
存がいかに高いかがわかる。
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3．農家の多様化
　米国では年間農産物販売額が1，000ドル以上の農場を農家として定義して
いる。1997年の米国農業センサスによると，農家戸数が1950年の約539万
戸から1997年の191万戸へと，減少の一途を辿った半面，1戸当たりの農
用地面積は同時期の87ヘクタールから197ヘクタールに拡大した。ちなみ
に日本は1．37ヘクタール，韓国1．19ヘクタール，中国0．53ヘクタールで，
米国と比較するといずれも100分の1以下である。米国政府の大規模農業の
優先政策と農産物の輸出・輸入促進政策により，中規模以下の農家が減少す
る一方で，大規模農家が大きくシェアを伸ばしている。すなわち，世界市場
への拡大をめざす輸出振興政策のもとに，市場開放の裏返しとして逆に米国
内にメキシコなど発展途上国から安い農産物の輸入も増大し，激烈な価格競
争下で農業部門の再編成が進んでいるのである。
　具体的に見ると，1997年農業センサスによれば，年間販売額50万ドル以
上の大農場は，戸数では全農家のわずか3．6％を占めるにすぎないが，全販
売総額の56．6％と過半を占めている（1982年では，それぞれ1．2％，32．5％）。
同じく，販売額10万ドル以上の農家の場合は，全農家数の18．1％で全販売
総額の87．4％が占められている（1982年では，それぞれ13．4％，72．6％）。
大農場の増加傾向が著しいことがわかる。
　一方，販売額1万ドル未満の小規模農家を見ると，全農家数の過半数50．3
％を占あているが，販売額では全体のわずか1．5％を占めるにすぎない
（1982年では，それぞれ48．9％，2．7％）。すなわち，ごく少数の大農場が販
売能力を拡大した半面，多数の小規模農家が兼業等で生活を支えて生き残り，
中規模層が両極端に分化している様子がうかがえるのである2＞。
　上述の統計から見られるように，アメリカでもすべての農家が広大な土地
で作業をしているというわけではない。アイダホ州やテキサス州などによく
存在する1，000ヘクタール以上の農地を持つ農家は，あくまで一握りの農家
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で，それらの農家によってアメリカの桁違いの安価な農作物が作られている
のである。日本でも北海道や東北などの農業地帯に足を踏み入れてみれば，
かなり広大な土地で農業をしている農家を見ることができる。関東より西で
は小さな土地を耕している農家が多い。
　カリフォルニアは，米国における最大の農業州でありながらも最も都市化
が進んだ州でもある。人口は3，387万人であり，全米の10％以上を占めてい
る。そのほとんどがロサンゼルスとサンフランシスコの二大都市を中心とす
る都市部に居住している。今回調査した地域はサンフランシスコ周辺および
その北部に広がる地域であった。見渡す限りの大牧場，コーン畑，野菜畑と
ブドウ園を所有する農家もいれば，住宅地が広がる都市近郊や都市中心の小
さい農地で観光農業や有機栽培と産直販売などを行い，様々な手般を駆使し
て一生懸命存続を図っている農家も少なくなかった。
　実際，カリフォルニアの農業生産はアメリカでは比較的小規模，労働集約
的な特徴を持っている。農地の規模で比較すると，カリフォルニア州の1戸
当たり農家の所有地は約120ヘクタールで，穀物ベルト地帯の平均面積の
6割でしかなく，比較的小規模農家が多い。また，農業人口比率の平均値を
見ると，全米が2％，穀物地帯が3．4％であるのと比べると，カリフォルニ
ア州では1．6％と低いレベルにある。さらに単位農場当たりの労働人口は，
穀物ベルト地帯の平均の1．2人に対し，カリフォルニアは3．1人と，およそ
2．5倍の労働力を比較的小規模の農地に投じていることが分かる（図2）。
　しかし，こうした比較的小規模で，労働集約的農業形態は決して収益性が
悪いという訳ではない。まず，1エーカー当たりの平均年間収益を見ると，
穀物ベルト地帯では平均わずか31ドルに対し，カリフォルニアは190ドル
で，穀物ベルト地帯を6．1倍も上回っている。次に，農業就労者1人当りの
年間収入で見てみると，カリフォルニアは19，000ドルであり，穀物地帯の
16，000ドルに比べて15．8％高くなっている。さらに，1農場あたりの収益で
比較すると，カリフォルニアの約60，000ドルに対し，穀物地帯は19，000ド
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図2　カリフォルニアの農園の規模と農園当たりの平均農業就業人数
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　　図3　カリフォルニアの農園の規模と収益性
ルと，3倍以上の収益力を持っている（図3）。果実，野菜，花卉など地中海
性気候で育つ特殊な付加価値の高い農産物を生産しているという特徴がこう
した高収益性をもたらしたのである3’。
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ll．調査農家の事例
米国滞在中，友人の斡旋や紹介で十数軒の農場を見学したり，インタビュー
したりしたことがある。以下その中の何軒かについて紹介したい。
1．デイブ・ウィルソン苗木農園（Dave　Wilson　Nursery）
　2006年6月22～25日の3日間ステナスローズ郡のモデスト市（Stanislaus
County　Modesto）に位置するデブ・ウィルソン苗木農園を訪問した。
　ステナスローズ郡は平坦で広大なセントラル・ヴァレー（Central　Val－
ley）に属し，カリフォルニア州の中央に位置している。南北600キロメー
トルあり，サクラメント（Sacramento）川とサンホアキン（San　Joaquin）
川が流れ込み，デルタを形成し，カリフォルニア州のもっとも豊かな農業地
域として名が知られている。ここは地中海性気候で，乾いた夏では平均気温
30℃で，もっとも暑い日は38℃，時には46℃まで上昇することもあるとの
ことである。冷たく湿った冬には雨が多い。こうした農業に適した地形と気
候ゆえに，全米トップ10に入る農産物の産地となっている。その役所から
もらった資料によると，同郡は人口497，804人で，91％が都市部，9％が農
村部に居住している。農家の平均所有土地面積は75ヘクタールで，そこの
農家土地利用率は44％である。同郡にある農家の84．3％は家庭農家であり，
農家1戸当たりの所持農機具や設備の価値は77，381ドルに上る。トウモロ
コシや小麦などの穀物の収穫面積は2，268ヘクタール，野菜の収穫面積は
17，504ヘクタール，果樹園面積は70，317ヘクタールであり，灌概面積の全
収穫面積に占める割合は96％にも達している。農家1戸あたりの平均農産
物販売額は287，932ドルである。農業は現在でもこの地域の主要産業の地位
を守っており，主要農産物はトマト，アーモンド，アスパラガスなどのほか，
アメリカのフルーツのバスケットと呼ばれ，オレンジからプルーン，イチゴ，
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チェリー，ブドウ，アンズなどの果物である。
　訪問したデイブ・ウィルソン苗木農園は同郡における大手農場であり，歴
史の長い農場でもある。1938年に創業したデイブ・ウィルソン農園は，当
時小さな借地農家であった。2代目経営者ジョン・ウィン（John　Wynne，
Dave　Wilsonの娘婿）と3代目ロバート・ウーレー（Robert　Woolley，
Johnの娘婿）の努力により，現在，400ヘクタール余りの土地を所有し，
年間200万本もの果実の苗木を供給しているカリフォルニア州で最も大きな
苗木カンパニーの1つとなった。この苗木農園は650種類もの果樹および家
庭ガーデン用苗木の栽培と卸売りを専門的に行っており，その販売先は小売
り苗木ショップやガーデンセンターまたは商業果樹園であり，個人客には直
接販売しない。一一一一L度の最低購買量はブドウの苗木なら500本，それ以外は
150本だそうである。
　当苗木園は販売キャンペーン活動に力を入れている。新品種をアピールす
るために，毎年州各地で果物試食会（Fruit　tasting）を開催している。1994
年第1回目の試食会が開催されて以来，1，000種以上の果物が試食され，そ
れぞれ糖分，香り，肉質および成熟度などの項目で評価されている。こうし
て集められた品種の特徴，ユーザーや消費者の意見などのデータをレポート
にまとめ発行し，小売業者，ユーザーや社会に紹介し好評を博している。重
要なイベントなので，どの品種を何時，どこの試食会に出すかまでも検討を
重ねている。私がそこを訪問したとき，ちょうど見学者のための小さな試食
会が催されていた。机の上にスライスした早生の（early－season）桃，ネク
タリン，プラム，アンズとチェリーを入れた紙皿や，塩味のビスケットと水
が並んでいる。試食者が目隠しをして，デイブ・ウィルソン社のスタッフの
助けを得て果物を口に入れ，その甘さ，香り，肉質を吟味し，点数をつけ，
感想を述べる。そして，塩味のビスケットを食べ，水を飲み，味覚を戻して
次の果物を試食する。
　試食の後，私たちは苗木畑に案内された。そこで作業している多様な機械
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（木を掘り出す機械，使用後の畑に肥料を撒いたり，土を耕したりする機械，
勇定する機械など）をみて，その徹底した機械化ぶりに驚いた。紹介による
と，一度木を植えた土地を出荷後4年間休ませ，その間に地力回復のために
追肥を行い土壌作りをし，小麦を作ったりしている。
　また，ここの苗木は80％が種子から20％が挿し木で栽培している。種子
からの場合，毎年10月に種を埋め，2月に発芽し，5月に母樹から切った枝
目を苗木に接木し，苗木の先端を切る。18～21日後，元の苗木の枝を切り，
接木した母樹の枝を成長させる。14ヵ月後商品として出荷できる。接木の
枝を提供する母樹は4年間の生長期間を必要とし，10年ごとに入れ替える
という。
　機械化がかなり進んでいるとはいえ，手作業で完成しなければならないよ
うな工程がまだたくさん残っている。高い品質を保つために，種埋めから横
枝払い，支え杭での固定，切り株の等級付け，接木などをすべて手作業で行
うようにしている。「我々の苗木は本当の手作り工芸品である」と当社責任
者が自慢したほどである。そのために，この苗木園は年中170～200人の農
業労働者を雇っており，そのほとんどがメキシコ人である。見学のときに見
かけた農業労働者一機械を操縦している人，出荷の苗木を搬送している人，
接木をしている人一は，すべてメキシコ人であった。接木をしている1人
のメキシコ人労働者に聞いたら，ここで10年以上働いており，1日1万本
接木ができるそうで，かなりのベテランのようであった。
　常に最新，最良の品種を提供するために，この苗木園はカリフォルニア・
モデスト・ジネティック・ゼーガース会社（Zaiger’s　Inc．　Genetics　of
Modesto，　California）と連携して，新品種の開発と普及に積極的に取り組
んでいる。ゼーガース会社は新品種開発研究会社であり，その新品種を導入
しようと世界十数ヶ国の会社がゼーガース社と契約している。米国では農産
物の新品種開発と普及に当たっては，農業研究機関→種苗・苗木園→生産農
家というシステムによって行われる。毎年，ゼーガース社が何万もの新品種
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苗木を栽培し，その1本1本の苗木は厳選された2つの親木による異種交配
の新種である。その中から，また有望な苗木品種を選んで試験果樹園に移し
栽培する。デイブ・ウィルソン苗木農園にはリードレー試験果樹園（Reedley
test　orchard）が設置されており，毎年実りのシーズンになると，ゼーガー
ス社，デイブ・ウィルソン社の代表および業界の専門家で形成された鑑定グ
ループが週ごとにその試験果樹園に視察に赴く。すなわちデイブ・ウィルソ
ン社はゼーガース社の鑑定者でもあれば普及者でもあるのだ。
　「われわれにとってデイブ・ウィルソン社の木はただの木ではない。これ
は長年の企画，土地と設備への投資，栽培研究の結晶であり，また最高の苗
木を提供しようと一生懸命働いている苗木園従業員全員の賜物でもある」。
見学後，最初に案内してくれた責任者のこの言葉に納得した。同社はカリフォ
ルニア産果実が世界市場で成功を収めるために重要な役割を担い，大きく貢
献しているといえる。
2．スミス家族農場（Smith　Family　Farm）
　スミス家族農場は東コントラ・コスター郡（Contra　Costa　County）の
ブレントウッド（Brentwood）町に所在し，バークレーから西北に車で約1
時間，サンフランシスコから約1時間20分のところにある。町役場の紹介
によると，このブレントウッド町の総人口が23，284人であり，そのうち
23，238人が都市部に居住し，46人が農村部に住んでいる（2005年）とのこ
とである。また，人種的に見ると，人口の63．1％が白人で，28．2％はヒスパ
ニックであり，残りは他の人種である。この町における家庭の年平均収入は
75，500ドルで，カリフォルニア州平均の53，629ドルと比べてかなり高い水
準にある。しかし，ヒスパニック家庭の平均収入は48，914ドルで，州平均
を下回っており，白人家庭平均の75，565ドルの647％しかないのである。
　2006年10月14日にこの農場を訪ねたとき，ちょうどハロウィーンの前
ということもあって，農場は沢山の家族連れや観光客で賑わっていた。見学
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料＄8を払い，農場の中に進むと畑一面に巨大なカボチャが転がり，その大
きさは一人では抱えきれないほどであった。また，あちらこちらに飾ってあ
るかかし，可愛いらしいものや怖いもの様々あり，童話に出てくる魔女と写
真をとることもできる。さらに，農場動物園や巨大なトウモロコシ畑迷路，
ひまわり林，干草トラックでの農場見学などのイベントも楽しめる。広場の
一角にインディアン原住民の村が再現されている。後にここの経営者ジェニ
スに聞いたら，学生や子供たちに誰が私たちよりも先にここに住んでいたか
を知ってほしいからだという。
　この農場の伝統的な生産物はトマトである。50種類以上のトマトがここ
で栽培されていて，大きさ，かたち，色が様々で，白いトマトを見たとき，
本当に目を疑った。
　農場の経営者はスミス兄弟のジェニス（Janice）とケン（Ken）である。
ジェニスはイベントの企画，実施などを，ケンは農産物の栽培を中心にと，
役割分担してこの農場を経営している。同農場は典型的な観光農業を営んで
いる。都市に近い立地を利用し，都市住民の憩いの場，学生や子供の農業体
験の場として利用されている。いかにして特徴ある農園づくりができるか，
どうしたら来客数を増やすことができ，より多くの人に感動を与え，農業に
親しみを感じてもらえるかは永遠の課題だとジェニスはいう。
　観光農業を営むきっかけを聞くと，ジェニスはこう言った。自分の若いと
き，家が貧しかった。大学の学費を稼ぐために，ハイウェーサイドで野菜や
果物を販売してみたら，飛ぶように売れて手応えを感じた。そこで客を農場
に招いて直接販売するアイデアを得た。農場の一角に摘み取ったばかりの新
鮮野菜や果物を販売するコーナーを設置し，直接販売を始めたわけである。
その後間もないある日，農場にきた客で1人の中学校の先生に，生徒を連れ
て農場を見学してもよろしいかと尋ねられた。その最初の学生見学団が戻っ
てから，ロコミで年々見学しに来る学生が増え，今は全国各地から学生がく
るようになったという。
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　現在，この農場は全力を上げてグリーンツーリズムに取り組んでおり，一
年中イベントが絶えない。4，5，6と10月に学生の農業見学，5月から12
月までは家族連れや観光客に，チェリー，桃，アンズ，リンゴ，イチゴ，メ
ロン，スイカなどのフルーツ狩り，トマト，キュウリ，カボチャ，ビーン，
ナス，ピーマン，タマネギなどの野菜摘み，10月1日～31日には盛大なカ
ボチャ祭を挙行し，11月末から12月の末までクリスマスツリーの販売を行
う。こうしてこの農場はほぼ一年中社会に開放し，600万人ものベイエリア
の住民を対象に観光農業を行っている。
　現在の悩み事と聞くと，やはり後継者問題である。ジェニスは息子のニッ
クがこの農場を継ぐことを望んでいるが，ニックは児童心理学者になりたい
という。後継者問題を抱えているのは日本の農家だけではないことは確かで
ある。
　この農場に訪ねてきた人にとって最後のイベントは農場のマーケットで野
菜や果物を買うことだ。誰もがここの品揃え，品質の良さ，新鮮さ，価格の
安さに感嘆し，車いっぱいになるまで夢中になって買物を楽しんでいた。私
もお祭り気分を満喫し，新鮮な野菜と果物をいっぱい買い取り，すっかりこ
のバラエティーに富んだ観光農業に感動させられた。
3．G＆Sファームズ（G＆SFarms）
　G＆Sファームズはスミス家族農場と同様東カントラ・カスター郡のブレ
ントウッド町に所在している。農場のオーナーはローイ・ギゲリー（Roy
GhiggerDとグレン・ストンバーガー（Glenn　Stonebarger）であり，　G＆S
は彼らの名前の頭文字である。この農場は1935年に始まり，現在の土地面
積は16ヘクタールである。
　この農場は全米に先立ってブレントウッドダイヤモンズ（Brentwood
Diamonds）という品種のスウィート・コーンを栽培したことを誇りにして
いる。私の訪問した時期2006年10月5日は，ちょうどそのコーンの収穫時
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期で，夕食のときに焼きトウモロコシを食べさせてくれた。粒が柔らかく，
噛むと香ばしさと甘さが口に広がるような食感だった。
　農場に到着するとすぐにコーン畑に案内された。青々と広がる畑に数十人
のメキシコ人労働者がトウモロコシの収穫に取り組んでいる。スウィートコー
ンを収穫するには飼料用コーンと違って機械を使わず人の手で行う。スウィー
トコーンは鮮度が要求されるため，大手スーパーからの注文を受け，市場に
出荷する前日に畑から収穫し，選別・箱詰め，梱包そして簡単な冷凍措置を
講じてから翌日の早朝にマーケットに届けるという流れだそうである。先ず，
収穫したコーンはトラックに積まれ，畑から選別・箱詰めの工場に運ばれ，
ベルトに載せられる。そして長いベルトの両側に一列に立った労働者たちが
素早く成熟したコーンを掴んで箱に入れ，未熟なものはベルトに残され，廃
棄箱に流れ込む。どうして触れずに一目でその成熟度が分かるのかと聞くと，
この工程にいる労働者はみな何年間もここで働いているベテランで，長年の
経験があるからだという。私の見た限り，案内してくれた農場経営者以外は
ここの労働者全員がメキシコ人のようだったが，聞いてみたところ，ここの
農業労働者の90％がヒスパニックだとのことであった。
　箱詰めしたコーンは機械で専用の冷却設備に運ばれ，氷水を上からかける
ようにして15分，それから冷蔵トラックに積み市場へ運ばれていった。
　箱の表示をよく見ると，収穫日，品種名，生産地が書かれていた。遺伝子
組み換えの有無を表示しなくてもよいかと聞くと，表示する義務がないと答
えられた。種子を購入する際，遺伝子組み換え品種なのかどうかを聞いてい
なかったため，農家もよく分からないそうだ。
　また，経営状況について聞くと，農機具や設備のコスト上昇とチェーンス
トアの出現により，直販農家が経営難の窮地に追い込まれているという。ま
た，農業を続けている理由について質問すると，新鮮な空気と大自然の中で
仕事をするのは大好きで，農業をやるのは自分の生きがいであり，気に入っ
たライフスタイルでもあると答えてくれた。彼らは自分の生産物を農場市場
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（farrners　market）で販売し，消費者と一対一で交流し，自分の提供した新
鮮な農産物がどれほど喜ばれているかを消費者と共感したいのだ。綺麗に並
べられている様々な自家産農産物に囲まれていると，このうえない誇りを感
じると言う。後継者問題について聞くと，子供たちも農業が好きなので，親
として喜んでその素晴らしい人生の道に子供たちを導いていくつもりだとい
う。
4．ロディー牧場（Roddy　Ranch）
　ロディー牧場の所有者はジャックとドナーである。この牧場はアンティオ
チャ市（Antioch　city）とブレントウッド町に挟まれている農業地域に位
置する。大きな敷地に入ると馬用と牛用の柵がいくつもあり，家の中に入る
と広々としたリビングやバー式のダイニングルーム，また，200人余り座れ
るホールまである。ここの主人が国民カウボーイ協会のメンバーで，ここで
よくイベントを開催するそうである。
　外に出ると，向こうの丘を含めて見渡す限りの草原はロディー牧場の所有
地である。その総面積は850ヘクタールであり，1，000頭余りの牛や馬が草
原や丘陵に点在し，まるで絵のような牧場風景であった。
　2000年に牧場は9．3ヘクタールの草原を利用しゴルフ場を開設した。小山
やオークの林に囲まれたゴルフ場がオープン以来人気急上昇中とのことであ
る。現在本業である牧場よりもゴルフ場の運営に力を入れているようだ。ロ
ディー牧場ゴルフクラブ（Roddy　Ranch　Golf　Club）を設立し，会員を集
め，ゴルフツアーの企画・キャンペーンを行っている。ゴルフ場建設の理由
を聞いたら，この広大な土地をさらに有効利用するためだという。ここから
もカリフォルニア農業の多様化を伺えるだろう。
5．都市農夫の園芸農園（City　farmers　nursery）
2006年6月5日バークレー市から南下して約800キロにあるサン・ディ
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エゴ市（San　Diego）を訪れた。友人に案内され都市の中心部にあるとても
ユニークな園芸農家を見学した。「都市農夫の園芸農園」と名付けたこの農
園は，自称「都市の中心部にある小さな田舎」（Alittle　bit　of　country　in
the　heart　of　the　city）である。この家庭農園がビル（Bill）とパティ
（Patti）をはじめとする家族・親戚12人によって運営され，時期によって
多少の出入りがあるものの約35名の労働者を雇っている。都市住民を対象
に果樹，野菜およびその種，多年生植物，観賞用植物，芝生などの園芸用植
物，また，表土，鶏糞などの有機肥料，水槽，水草，鯉などの池作りの品々，
庭造りに必要なものすべてを提供している。びっしり並んでいるビニールハ
ウスの中に，色取り取りの花が一面に咲き乱れ，とても美しかった。何百何
千もの植木鉢が並んでいる苗木園では，点滴灌概システム（Drop　irriga－
tion）が利用されていて，省力，節水の科学的管理が図られている。また，
ここの最も大きな特徴は最新の技術を駆使し無農薬野菜を水栽培している所
である。
　ここではさらに客足を伸ばすために，宣伝と販売促進に工夫と努力を重ね
ているという。農園では一年を通して土曜日に無料の園芸講座を開き，庭の
設計から土壌に相応しい植物の選び方，植物の生育と管理，害虫防除，有機
肥料と化学肥料の使い分け，池作りと魚の飼育，月光の下での庭ガーデンの
楽しみ方などまで，実演をしながら専門知識を伝授し，好評を博している。
見学している間に，従業員が来客に栽培上のトラブルについて丁寧に回答す
る場面をよく目にした。いつでも丁寧に来園したお客の質問に答え，アフ
ター・サービスも徹底しているとビルがいう。
6．リヴァモア・ヴァレー（Livermore　Valley）
　2006年9月3日と4日にリヴァモア・ヴァレーにおける第25回のワイン
収穫祭り（Harvest　Festival）に参加した。会場に用意された車で35のワ
イン工場を自由に見学できる。ワインの工場長や関係者の説明を聞いたり，
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ブドウ園を見たり，ワインの生産工程を見学したり，さまざまなワインを試
飲したりして，気に入ったワインを購入すれば工場長のサインをもらうこと
もできる。
　アメリカで造られるワインの約90％がカリフォルニアで生産されている。
サンフランシスコ湾の東側，サクラメント川に沿ってワイン産地が広がって
いる。リヴァモア・ヴァレーはコースト山脈に囲まれ，サンフランシスコま
で30km程度の距離にある。多量の砂利や小石を含む沖積土壌で，気候も
土壌もブドウ栽培に最適であるため，リヴァモア・ヴァレーはナパ・ヴァレー
と肩を並べて主要なワイン産地の一つとなっている。ボルドー系品種を中心
に栽培しており，ゆったりとした時間の流れと，燦燦とふりそそぐ豊な太陽
の恵みとして，最高級ワインが醸造されている。
　リヴァモア・ヴァレーは人口が78，409人あり，家庭平均収入は96，632ド
ルで，カリフォルニア州の平均（53，629ドル）を遥かに越える高い水準にあ
る（2005年）。人口の中に非ヒスパニック白人は74．4％であり，ヒスパニッ
クは14．4％で，他の人種は5．3％である。1965年まではフィリピン人労働者
がこの地域の主要労働力であった。当時の時給は1．1ドルであった。その低
賃金に反発して，フィリピン労働者組合がストライキを起こし，時給30セ
ントアップに成功した。しかし，翌年になると農場主らはまた時給1．1ドル
に戻し，それを固持するようになった。その原因はその年からメキシコから
の出稼ぎ労働者が大量に流れ込んだからである。その後しばらくは農場主た
ちが巧みにこの二つのグループの仲を悪くし，低賃金の維持に成功していた
との話も聞いた。しかし現在フィリピン人はわずか2．2％しか残っていない。
　リヴァモア・ヴァレーには最盛期に50ものワイン工場が存在していたが，
禁酒法が実施されると減少し現在38になっている。生産量は年間100ケー
スから400，000ケースまでさまざまである。最も伝統的なラベルはシャルドネ
（Chardonnay），ソーヴィニヨン・プラン（Sauvignon　Blanc）とプティッ
ト・シラー（Petite　Syrah）である。ここに2，000ヘクタール余りのブドウ
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畑があり，高架灌概システム（overhead　irrigation），収穫機やローラー圧
搾機（roller　crushing）などが利用されている。葡萄の品種は多様化され
ており，最もポピュラーなメルラート（Merlot），シャルドネ（Chardonnay）
からイタリアン（ltalian），ローン（Rhone）とスパニッシュ（Spanish）
まであって目白押しである。イベント会場のワインショップでは100余り種
類のワインが陳列されている。ブドウを使ったケーキやサラダなどの食品も
販売されていた。このイベントは約10，000人が来場したそうである。この
ような盛大なイベントを挙行するのは，最も効果的な宣伝と販売キャンペー
ンであり，効率のよい投資でもあると一人の工場長が語ってくれた。
　私はワインに関する知識が乏しい上に酒にも弱い。3軒目のワインナリー
以後は飲むのをやめて見るだけにした。10軒余りのワイン工場を廻ったが，
その中の何軒かを紹介したい。
　第1軒目はコンカンナン・ヴィンヤーズ（Concannon　Vineyards）であ
る。同社は120年余りの歴史を持ち，その創設者ロバート・リヴァモア
（Robert　Livermore）氏は1840年代にここで最初の商業用ブドウ畑を開拓
した。1883年にジェームス・コンカンナン（James　Concannon）氏等はこ
のエリアの葡萄生産の潜在力を見込んで，最初のワイン工場をこの土地に創
設した。そして1889年にパリ博覧会で米国初のワイン金メダルを獲得し，
国際ワイン業界に認められ，世界のワイン産地の一つとして名が知られるよ
うになった。
　現在，このグループは世界第3の巨大なワイン生産者となっている。2002
年に同社が2，100万ドルの設備投資を新たにリヴァモアに行い，生産拡大を
図った。同社はシラー（Syrah），プティット・シャース（Petite　Sirsh），
ソーヴィニヨン・プラン，シャルドネ，カベルネ・ソーヴィニヨン（Caber－
net　Sauvignon），ヴィオニエ（Viognier）など多種類のワインを生産して
いる。
　歴史などの概況説明が終わると醸造用設備や熟成用の樽貯蔵庫などを見学
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し，生産工程の説明が行われた。大きな樽が上下何重にも重なってずらりと
並んでおり，葡萄の種類，パーセンテージ，ビンテージ，熟成期間などが表
示されている。最後に試飲室に進み，8種類のワインが試飲に出され，赤も
白も美味しかった。その場でワインを注文する人も多数いた。
　次はリヴァモアの最大手のワイン工場とも言えるウェンテ・ヴィンヤーズ
（Wente　Vineyards）を見学した。同社の創設者カール・ウェンテ氏がカリ
フォルニアのゴールドラッシュ時にドイツから移住してきて，1883年にこ
のワインナリーを設立した。禁酒法時代もミサ用のワインとして生産を許可
され，「アメリカ最古の途切れることのない家族経営ワイナリー」と称され，
120年間以上も愛され続けていると言われている。この家族ワイン農家は
1，220ヘクタールの土地を所有し，現在四代目と五代目によって運営されて
いる。そのブランドとしてカベルネ・ソーヴィニヨンが挙げられる。現在，
この会社はウェンテ・ヴィンヤーズ・エステート・ワイナリー（Wente
Vineyards　Estate　Winery）とウェンテ・ヴィンヤーズ・ビジターズ・セ
ンターアンドゴルフコース（Wente　Vineyards　Visitors　Center，　Restau－
rant＆Golf　Course）の2つに分けられ，テイスティングルームも2ヶ所設
けられている。ビジター・センターのほうは本格フレンチ・カリフォルニア
料理のレストランや，グレッグ・ノーマン（Greg　Norman）設計のゴルフ
場が付設され，大物のコンサートなどもよく行われるそうである。ワインの
方は白も赤もそんなにハズレはなく，良心的な値段だったので，やはり「大
手」ワインナリーという感じがした。
　3軒目のワインナリーはラズスラフ・ヴィンヤーズ（Retzlaff　Vine－
yards）で，中規模クラスである。古い胡椒の木の間のゆったりしたピクニッ
クグラウンドを抜けると，そこにラズスラフの小さなテイスティングルーム
が見える。ここではソーヴィニヨン・プラン，シャルドネ，ジンファンデル，
メルロー，カベルネ・ソーヴィニヨンなどが作られているが，特に好評を博
していたのはカベルネ・ソーヴィニヨンであった。オーナーの紹介によると，
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品質を最高に重視するこのワインナリーは自分のブドウ園で取れたブドウし
か醸造に使用しない。なぜなら彼らは有機栽培を徹底しており，除草剤，殺
虫剤と化学肥料を一切使用しない主義で，ブドウにある独特の香りが最高の
ワインを産出する源であるとのことである。品質にこだわり，ブドウの栽培
から醸造，瓶詰め，貯蔵，販売まで一貫してこの工場で行う。その瓶をよく
みると，ラベルに手書きで使った葡萄の種類のパーセンテージや，ビンテー
ジ，熟成期間などが書かれていて，主人のワインに対する情熱が伝わってく
る。多くの人がこの小さなテイスティングルームに集まった理由もそのため
であろう。
　そのほかに，当地のワイナリーは，年産4，000ケース，カベルネ・ソーヴィ
ニヨンにおいて州内の大会で多数金賞を獲得したシードル・マウンテン・ワ
イナリー（Ceder　Mountain　Winery），37ヘクタールの敷地でひたすらク
ラシックワインの製造にこだわるマリータス・ウェル（Murrieta’s　Well），
1976年に設立し，カリフォニア産ブドウを広く使用し，人気の高いビーン・
ナシド・ピノ・ノワール（Bien　Nacido　Pinot　Noir）とスリーピー・ハレー。
シラー（Sleepy　Holler　Syrah）を世に送り出したページ・ミル・ワイナリー
（Page　Mill　Winery）など，枚挙に逞がない。
皿．低賃金外国人労働者依存型農業
1．米国農業を支える外国人農業労働者の実態
　統計によると，全米にいる外国生まれの農業労働者は約300万人に上り，
農業従事者の80％を占めている。メキシコ人不法滞在者がその大半を占め
ているという。カリフォルニア州人口の32。4％を占めているのはヒスパニッ
ク或いはラテン系の人で，メキシコからの移民が850万人で州全人口の25．0
％を占めている。実際，農業に携わる56万人のうち，90％はメキシコ人で
あると言われている4）。今回現地調査した農家では花卉・苗木の管理や接木，
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葡萄の収穫，スウィート・コーンの選別・箱詰めなどの作業はほとんどがヒ
スパニック労働者によって行なわれていた。したがって，全米トップのカリ
フォルニア農業は，当地の温暖な気候と肥沃で広大な農地，進んだ機械化と
技術によるところが大であるが，多数の低賃金外国人労働者が豊富に確保で
きるという要因も決して見落されてはいけない。
　前述のように，カリフォルニア農業の特徴は果実，野菜と花卉など付加価
値の高い農産物を中心に生産するため，比較的小規模で労働集約型である。
植え付け，除草，収穫，出荷といった過程で多くの人手を必要とする。こう
した作業を担う労働力の確保が不可欠である。州政府は何年も前から，ネイ
ティブアメリカ人を農業に携わらせようと努力してきたが，その効果がほと
んどないと言える。幸か不幸か，カリフォルニア州はメキシコと国境を接し
ているため，メキシコから不法入国者が後を絶たず，その大部分が農業セク
ションに吸収されている。
　2001年の9・11テロ事件後，米国が国境警備を強化し，メキシコとの国
境線にあった不法入国のためのトンネルや地下道が40ヶ所摘発されたが，
その20ヶ所がカリフォルニア州にあったという。農繁期になると，メキシ
コから大量の出稼ぎ労働者が流れ込み，農場で3，4ヶ月働いて仕事が終わ
るとまた国に戻ることが慣習となっているとのことである。
　また，一部の農場主は労働コストを徹底して抑えるために，外国人労働者
に低い賃金と劣悪な労働条件を強いている。米国労働省の調査によると，現
在でも3分の1の農場主が様々な口実で労働者の賃金を削り，国の定めた最
低賃金時給6．25ドル以下の賃金を支払っている。労働者監査官の報告によ
ると，ある農場主がブドウの摘果収穫作業に1房4セントの出来高払いを行っ
たが，時給に換算すると僅か2．40ドルであるという5）。また，イチゴ農場で
連日腰を曲げて収穫i作業を行う移民労働者に支給された時給は4．25ドルで
あった。そのほかに，農薬被害が多発し，病気や怪我をしても補償がないな
どの劣悪な労働条件と多人数で仮小屋に住む劣悪な生活環境などは多く指摘
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されている。これは穀物地帯より多くの労働力を投入したカリフォルニア州
が，単位農地面積当たりの収益が穀物地帯の6．1倍，1農場当たりの収益が
穀物地帯の3．2倍となる一因と言わざるを得ない。この労働コストの低さ無
しには高い収益がないことは自明の理である。
2．移民政策の転換と農業への影響
　9・11テロ事件後，アメリカ政府は国境警備の強化を第一に考えるように
なった。具体的な案としては，国境線にフェンスや壁を設置し，現在11，300
箇所ある国境警備所（Border　Patrol　Agents）を，今後5年間に1，200箇所
新設する。さらに12，500人もの検査員を増員し，港湾，空港及び国境線に
配置するということである。
　また，新たな不法入国者の防止策よりもさらに米国政府を悩ませているの
は，現在すでにアメリカの全土にわたって在住しているおよそ1，200万人の
未登録移民（undocumented　immigrants）の対処策である。それらの未登
録移民の中には20～30年間もここに住んでいる人が多く，米国社会にすっ
かり溶け込んでおり，すでに社会の一部になっている。彼らは家を持ち，納
税し，子供がそこで生まれ，法律上米国国籍を有し，英語しかできない子が
多い。それらの不法滞在者を強制送還すれば人道的に問題が生じるだけでは
なく，米国の政治，経済と社会に大きな混乱を引き起こす恐れさえある。そ
れを避けるために，ブッシュ政権は英語を学び，仕事を持ち，犯罪歴などの
チェックをクリアすれば，2，000ドルの罰金を払ってグリーン・カードの申
請ができるという新移民法案を上院に提出した。しかし，1，200万人もの不
法滞在者に合法身分を取得する道を与えることを疑問視するアメリカ人が多
く，またそれを実施するための審査作業が十数年掛かるとの予測もあって，
アメリカ上院は45対50で大統領の移民案を否決した。
　また，民主党大統領候補バラク・オバマ（Barack　Obama）氏も移民法
修正案を提出し，米国在住の親しい親戚の有無よりは本人の教育や技能のレ
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ベルを移民の審査基準にすべきだと主張したが，直ちに42対55で上院で否
決された（2007年6月7日）。これは一般的に高い学歴や技能を持たない農
業労働力としての移民が考慮された結果である。
　農業労働者に対する需要と国家安全の不整合を解決するために，ブルー・
カードという新しい外国人在留資格が議会で検討されている。農業に従事し
ている未登録移民は過去2年間で年間最低150労働日（workdays）アメリ
カ農業に従事した証明書類を提出すれば，ブルー・カードが取得できる。ブ
ルー・カードを取得した人はその後の3年間，農業労働者として年間最低
150労働日を米国農業に従事した，あるいは5年間連続，年間最低100日米
国農業に従事したと証明できれば，ブルー・カードからグリーン・カードに
変更申請ができる6）とのことである。
　筆者が在米している間，移民法の改正は議会から国民まで極めて関心度の
高い話題であった。他の国々では当たり前とされる不法滞在者への取り締ま
りは，ここアメリカでは，激しい反発を招く。数十万人単位の反対集会やデ
モ行進がロサンゼルスやサンフランシスコで行われ，小規模の抗議集会も町
でよく見かけられた。新聞やマスコミは勿論のこと，人々も積極的に自分の
主張をアピールし議論し合っていた。政府案賛成派はテロの防止と社会秩序
の維持という2点に絞って論陣を張り，その論旨は比較的単純明快である。
しかし，反対派の意見は多岐にわたっている。移民法に断固反対する人は，
米国という国は移民で成り立ち，自分たちの祖先も移民の手続きなしでこの
国に入り，仕事をし，アメリカン・ドリームを実現した。法で移民を排除す
るのは民主主義，人権尊重といった大原則に反すると主張する。また，外国
人労働者がアメリカ農業にとって不可欠な存在だと認識している多くのアメ
リカ人は，多少の不法滞在者の存在はやむ得ないことだ，社会秩序を撹乱し
たり犯罪行為を行わなければ容認すべきだと考える。調査農家からも，国境
にフェンスが作られたことで，二度と入ってこられないかもしれないと心配
して，仕事が終わっても国に戻らないで，現地に住み込んでしまうメキシコ
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人労働者が増え，却って治安が悪くなっている，との不満が聞こえた。マス
コミからも農繁期に外国人労働者がスムーズに入ってこられないことによっ
て，イチゴやオレンジなどの収穫が間に合わず多大な損失を蒙ったというよ
うな報道をよく耳にした。
IV．カリフォルニア農業の課題
1．水不足
　カリフォルニア州の平均年間降水量は200ミリメートルで，北から南へ向
かい減少する傾向が顕著である。全州降水量のおよそ70％は，農地や都市
部がほとんど存在しない北部の山岳地帯や渓谷，シエラネバダ（Sierra　Ne－
vada）山脈一帯で降る7）。そこの積雪が夏季に溶け，同州の主な水源となっ
ている。サンフランシスコから北の沿岸部にあるメンドシノ（Mendocino）
の平均年間降水量は920ミリメートルだが，メンドシノからまっすぐ東に向
かったサクラメントヴァレー（Sacramento　Valley）の中心に位置するユ
バシティ（Yuba　City）はわずか520ミリメートルである。これ以南の都市
は，沿岸部のサンルイスオビスポ（San　Luis　Obispo）の平均降水量は520
ミリメートルだが，サンフランシスコの年間の降水量は500ミリメートルで，
内陸部のべーカーズフィールド（Bakersfield）では年間わずか150ミリメー
トルの降雨量でやりくりしなければならない。特に南部では，夏は冬よりも
乾燥しているのが特徴である。夏の南カリフォルニアでは，雨がまったく降
らない期間が長く続くことが多く，森林火災が多発する時期でもある。
　また，カリフォルニア州は米国で最も農地灌概が進んだ州であり，全米の
農地灌概比率が平均13％なのに対し，同州の灌概比率は81％と抜きん出て
高い。灌概農地面積はおよそ350万ヘクタールに達し，全米の灌概用水の
4分の1以上を使用している。その灌概用水の80％は降水量の少ない南部で
使われる。南部の灌概用水を確保するために，セントラルヴァレー・プロジェ
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クトをはじめとする一連の水路工事が1940年代から連邦開拓局（Federal
Bureau　of　Reclamation）によって行われ，今日では，サクラメント川から
取られた水が，デルタ・メンドータ運河（Delta－Mendota　Canal）を通っ
て，サンホアキンヴァレーの西側を経て南のメンドータまで運ばれ，サンホ
アキン川に注がれる。その水がセントラルヴァレーの南部の灌概に使われて
いる。その膨大な量の農業用水の需要が同州の水不足に拍車をかけている。
　さらに，農家が水の主な利用者であるにもかかわらず，カリフォルニアの
大規模な水の輸送施設の開発に着手したのは都市であった。現在では，「都
市圏水供給公社（Metropolitan　Water　District）」は，6つの郡と，130以
上の都市，そしてカリフォルニア州の総人口の半数に水を供給している。都
市と農業との水の配分をめぐる対立が存在し，水の使用制限がしばしば発せ
られている。水不足は同州が常に直面している大きな課題である。
2．電力不足
　カリフォルニア州は昔から電力不足で，長期にわたり他の州から電力を購
入して需要を賄ってきた。近年，同州は多様な発電手段を駆使し，電力不足
の緩和に努めている。現在，同州にある火力，原子力，水力，生物，風力，
ソーラーなどすべての発電施設を合計するとおよそ1，000ヶ所の発電所が存
在し，発電容量が55，500兆ワットに達している。それでも年間8，000兆ワッ
ト前後の電力を他州から購入しなければならない8）。そのためにワシントン
州，オレゴン州，ネバタ州，アイダホ州，アリゾナ州，ニューメキシコ州と
給電協定が結ばれている。そのほかに電力競売市場で不足分を補充するよう
な手段も取っている。それゆえ，カリフォルニア州の電力供給は不安定であ
る。現地調査の際，2000年6月に充分な電力が確保できなかったため，同
州の電力会社PG＆Eがやむをえず給電停止をベイエリアの住民と会社
10，000軒に行った，との話を聞いた。また，購入電力は価格が割高であり，
同州は毎年数百万ドルをそのために支払わなければならないという。こうし
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た電力不足は農業だけでなく，同州の経済全体の妨げになっている。
3．環境保全
　これまで農業が持つ環境保全の機能が大きく取り上げ強調されてきた半面，
農業の環境に与えるマイナスの影響は無視されがちであった。実際，農業は
他の経済部門以上に土壌，大気，水に影響を与えて，化学肥料や農薬の使用，
家畜の排泄物の処理，灌概用水の使用と排水などにより環境破壊を想像以上
に引き起している。米国の環境政策論争では，農業は国土の半分を使用し，
大量の栄養分を含む排水が地方河川やメキシコ湾を汚染しており，大気汚染
についても酪農の責任が重大であると指摘されている。米国の環境保護庁
（EPA）は，90年代半ばから近隣住民による呼吸器や眼の不調の訴えを受け，
巨大農場を調査，監視し始め，排出ガスに罰金などの処置を実行している。
また，2005年にワシントン（DC）地域で藻の異常発生により，魚やかにが
酸欠で大量死する事件が発生した。その汚染の30％は農業によるものだと
指摘されている。したがって，農場も工場や発電所と同様に排出を規制せね
ばならないと主張している専門家も多い。
　カリフォルニア州は国の牛乳の5分の1を生産する大酪農地帯である。そ
のため，同州の大規模酪農が自動車や発電所と並び主要な大気汚染源として
取り上げられている9）。揮発性有機化合物は窒素酸化物と結合してスモッグ
を作り出し，アンモニアはスモッグと反応して微細粒子汚染につながるから
である。ワシントン・ポスト紙によると，シエラ・ネバダとコースト山脈に
挟まれたカリフォルニア州最大の農業地帯，サンホアキンヴァレーではスモッ
グの晴れることが少なく，呼吸器疾患を蔓延させる大気に覆われていると報
道されている。地域の子供の15％が喘息に苦しめられており，この比率は
全国平均の3倍にもなる。2005年夏，州大気資源局は，揮発性有機化合物
やアンモニアを放出する酪農場を主要汚染源と位置づけ，1，000頭以上の乳
牛をもつすべての既存農場が許可を申請しなければならないと決めた。しか
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し，すべての酪農場に糞尿処理機を設置するには10億ドルの費用が必要と
なり，酪農団体から大きな反発を招いている。
　一方，カリフォルニアの気温上昇は果実の収穫を減少させると専門家が警
鐘を鳴らしている1°）。学術雑誌「農業・林業気象学：Agricultural　and　For－
est　Meteorology」に掲載された新しい研究によると，カリフォルニアの気
温が上昇すると，今後45年間でアメリカの食卓に並ぶアーモンド，クルミ，
オレンジ，アボガド，そして食用ブドウの収穫量が減少する可能性が大きい。
それらの植物は一般的に25～40年に一度しか植え替えられない。それらの
木が寿命を終える間に気候が2～4℃上昇し，降水量が変化すればアボガド
の収穫量は現在より40％も減少し，アーモンド，食用ブドウ，オレンジお
よびクルミは20％減少すると予想されている。
　したがって，カリフォルニア州は持続可能な農業を実現するのは極めて厳
しい局面を迎えていると言わざるを得ない。全米に広がる農業による環境汚
染をめぐる論争は今後も続くであろう。ノースカロライナ，アイオワなどの
州では養豚・養鶏・酪農農場への規制を推進する「監禁動物飼育事業」が注
目されている。農業を考えていく上で，美味しさや利便性だけでなく，すべ
ての生産過程で環境に配慮し，公衆衝生や近隣住民・消費者の健康を第一に
考える必要がある。環境を損なわずに，安全・安心な食料生産を行っていく
持続可能な農業への意識がますます重要になってくるであろう。
　現地調査の間，多くの農家は自然の保護・保全を考えながら農業を営んで
いる印象を受けた。土壌の水分と表土を保持するためにコーンやトマトなど
の作物を収穫した後，すぐに耕さず次の播種まで茎や根をそのまま畑に残し
て風食を防ぐ工夫，点滴灌概法で節水している農家，それに，有機農業に熱
心に取り組んでいて，オーガニック生産物を提供する農家が多い。勿論，そ
の背景には消費者のオーガニックフードブームがあるのである。
　カリフォルニアにおけるオーガニック農産物の総販売額は2004年に7億
5千万ドルに達し，2001年の約3倍となった。オーガニックフードとは，通
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常使用される農薬や化学肥料，ホルモン類や抗生物質などを使わずに育てた
農作物や畜産物，そしてそれらを原料とし，同時に食品添加物を使わずに製
造した加工食品類を意味する。同州では農薬購買時の許可証制度が設けられ
ており，使用後の使用報告も義務付けられている。2002年に全米統一のオー
ガニックフード認定基準が制定されたが，カリフォルニア州は全米を先駆け
て，1990年に州独自のオーガニックフード法（California　Organic　Foods
Act）を作り，州内で有機農産物を生産，加工及び販売に携わる業者に登録
を義務付けた。しかし，各種の政府機関や民間認証団体が多数存在し，審査
の基準もまちまちであるため，本物のオーガニックフードを探すのは難しい
との声もある。
4．農業労働者の確保
　前章で述べたように，米国農業は低賃金外国人労働者依存型農業であり，
年間約300万人もの外国人労働者が米国農業に従事している。また，カリフォ
ルニア州は米国で最も外国人農業労働者に依存している州で，米国随一を誇
る同州の野菜や果実の生産はメキシコからの低賃金労働者に支えられ，その
大半は不法入国者であるのは周知の事実である。これらの労働者なしには同
州農業の規模と競争力が維持できない。したがって今後，国境警備と入国管
理の強化の中で，いかに農業労働者を確保するかが，カリフォルニア農業な
いし米国農業の直面する大きな課題である。
　その課題を解決するには2つの方法が考えられる。1つはより多くのアメ
リカ国民を農業に従事させることである。もう1つは必要な農業労働者を合
法的に入国させることであろう。
　まず，アメリカ国民を農業に従事させることについて検討してみよう。カ
リフォルニア州では，長年にわたって貧しいメキシコ人季節労働者を搾取し，
重労働に低賃金，労働保障や諸手当なしの極めて厳しい雇用市場を築き上げ
てきた。例を挙げると，1974年から1994年にかけて，カリフォルニアのイ
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チゴ生産量は3倍になったものの，イチゴ摘み労働者の賃金は50％下がっ
たという11）。こうした不法入国者を搾取することにより生産性を追及してき
たカリフォルニア農家のやり方は，アメリカ国民の農場での労働意欲を喪失
させ，彼らを農業労働市場から締め出したのである。したがって，アメリカ
国民を農業に従事させるためには，労働法を厳守した労働保障を含む賃金体
系や雇用制度を農業分野に確立させなければならないであろう。しかし，コ
ストアップによる農業へのダメージが予測され，農家の反発が必至であろう。
　次に，必要な外国人労働者を組織的，合法的に入国させる方法はどうであ
ろう。まず数十万単位の大規模な入国者に対する入国審査・手続き，そして
在留期間の管理などで膨大な人員が必要となる。しかも農作業の季節性がそ
れら労働者の流動性を増大させ，管理の難度はさらに増加することになるで
あろう。そのほか，厳しい入国審査では季節ごとに十分な労働力を確保する
ことは至難の業となり，労働力不足による農業へのダメージは避けられない，
と警告する声も大きい。米国農業は現在十字路に差し掛かっており，大きな
転換期を迎えているといえよう。
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